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新規就農者加入で野菜組合に活力！
鷹崎満行野菜組合長（写真左）から栽培方法を教わる新加入の生産者ら



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
緊
急
事
態
宣
言

怖
さ
の
中
で
も
出
来
る
事
を
コ
ツ
コ
ツ
と

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

②

疑
問
の
政
府
危
機
管
理
対
応

　

２
０
１
９
年
12
月
12
日
、
中
国
の

武
漢
市
は
「
原
因
不
明
の
ウ
イ
ル
ス

性
肺
炎
に
感
染
し
た
患
者
を
確
認
し

た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
中
で
拡

大
は
続
き
、
一
カ
月
後
の
1
月
11
日

に
は
初
の
死
者
も
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
1
月
10
日
か
ら
は
中
国
で
は
春

節
を
迎
え
、
30
億
人
規
模
で
移
動
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
影
響
の
規
模
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
人
で
初
め
て
の
新
型

肺
炎
患
者
が
確
認
さ
れ
、
日
本
政
府

は
危
険
情
報
レ
ベ
ル
を
２
に
引
き
上

げ
ま
し
た
が
、
危
機
感
は
無
く
、
他

国
の
騒
ぎ
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
１
月
28
日
、
渡
航
歴
の
な

い
日
本
人
男
性
で
武
漢
か
ら
の
旅
行

客
を
乗
せ
て
い
た
バ
ス
の
運
転
手
が

感
染
し
て
い
る
事
が
判
明
し
、
国
民

が
い
よ
い
よ
日
本
国
内
で
感
染
が
始

ま
っ
た
と
感
じ
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
す
で
に
政
府
の
危
機
管
理

対
応
遅
し
で
、
何
故
発
症
し
て
い
る

中
国
の
春
節
に
よ
る
旅
行
客
な
ど
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
な
か
っ
た
か
が

問
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
日
に
中
国
よ
り
帰
国
さ

せ
た
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
方
々
の
内
３

名
が
感
染
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
２
名
は
検
査
を
拒
否
し
て
自
宅
に

帰
ら
せ
た
こ
と
も
政
府
の
信
じ
が
た

い
対
応
の
甘
さ
を
露
呈
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
し
な
い
対
応
に
怒
り
と
不

信
感

　

日
本
で
は
２
月
１
日
時
点
で
17
人

の
感
染
に
拡
大
し
て
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
危
機
感
は
な
い
状
況
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
カ
月
後
の
３
月
１
日

時
点
で
は
感
染
者
２
２
４
名
、
死
亡

者
５
名
と
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
政
府

も
危
機
感
を
持
つ
中
で
唐
突
に
「
全

国
の
小
中
高
校
の
休
校
要
請
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
月
に
入
り
よ
う
や
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
「
歴
史
的
緊

急
事
態
」
に
指
定
し
対
策
強
化
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
日
本
で
の

感
染
者
が
判
明
し
て
２
ヶ
月
以
上
た

っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
政
府
は
「
爆
発
的
な
拡

大
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
一
定
程
度

持
ち
こ
た
え
て
い
る
」
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
カ
月
経
ち
４
月
１
日

時
点
で
は
２
，
１
０
７
名
、
死
亡
者

は
57
名
と
約
10
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
４
月
７
日
に
は
「
緊
急

事
態
宣
言
」
を
７
都
府
県
に
発
令
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
東
京
都
が
声
を

上
げ
続
け
た
事
か
ら
宣
言
に
至
っ
た

訳
で
、
マ
ス
ク
を
一
世
帯
２
枚
配
る

事
や
支
援
金
30
万
円
の
支
払
基
準

（
現
在
は
国
民
一
人
当
た
り
10
万
円

の
支
援
金
に
変
更
）
、
休
業
要
請
に

よ
る
中
小
企
業
な
ど
へ
の
損
失
補
償

金
の
説
明
が
無
い
事
な
ど
、
政
府
の

こ
れ
ま
で
の
対
応
の
遅
さ
や
不
明
瞭

な
点
に
は
、
多
く
の
国
民
が
不
信
感

と
怒
り
を
覚
え
て
い
ま
す
。

出
来
る
事
を
し
っ
か
り
実
行

　

し
か
し
、
政
府
の
対
応
に
文
句
ば

か
り
言
っ
て
い
て
も
感
染
は
収
ま
り

ま
せ
ん
。

　

や
は
り
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
感

染
し
な
い
行
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
し
、

「
感
染
し
な
い
」
、
「
感
染
さ
せ
な

い
」
な
ら
ば
感
染
は
拡
大
す
る
こ
と

は
な
く
、
終
息
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
「
飛
沫

感
染
」
と
「
接
触
感
染
」
が
原
因
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ま
め
な
手
洗

い
の
励
行
と
人
と
接
す
る
場
合
の
マ

ス
ク
着
用
が
基
本
で
す
。

　

そ
し
て
、
３
密
を
避
け
る
対
応
に

心
が
け
る
事
で
す
。

　

３
つ
の
密
、
密
閉（

換
気
の
悪
い

場
所）

、
密
集（

多
数
の
人
が
集
ま

る
場
所）

、
密
接（

手
の
届
く
範
囲

で
の
会
話
な
ど）

が
揃
う
所
に
身
を

置
き
、
同
じ
場
所
に
感
染
者
が
居
合

わ
せ
た
場
合
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
揃
わ
な
く
て
も
リ
ス

ク
は
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
危
険
だ

と
思
わ
れ
る
事
は
実
行
し
な
い
努
力

を
み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
で
は
な
い
で
す
が
、

「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
終
息
ど
こ
ろ
か
永
遠
に
感
染
の

不
安
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　

下
郷
農
協
も
ワ
ン
チ
ー
ム
で

　

下
郷
農
協
も
「
感
染
し
な
い
」

「
感
染
さ
せ
な
い
」
を
目
指
し
て
出

来
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
体
と
し
て
も
感
染
リ

ス
ク
や
感
染
が
地
域
に
与
え
る
影
響

な
ど
を
全
職
員
に
周
知
徹
底
し
、
農

協
あ
げ
て
感
染
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

感
染
防
止
に
努
力
し
た
中
で
関
係

者
に
発
生
し
た
場
合
の
対
策
も
検
討

し
て
お
り
、
出
来
る
限
り
組
合
員
や

消
費
者
に
迷
惑
が
か
か
ら
無
い
よ
う

に
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

不
安
な
毎
日
が
続
い
て
い
る
今
こ

そ
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

農
協
が
明
る
く
元
気
に
業
務
を
行
い
、

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。



③

食
料
・
農
業
の
根
幹
揺
る
が
す
「
種
苗
法
改
定
案
」

種
子
法
廃
止
に
続
く
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
化

　

政
府
は
３
月
３
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
種
苗
法
改
定
案
」
の
国
会
成
立

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

改
定
案
で
は
、
登
録
種
苗
育
成
者
の
知
的
所
有
権
の
保
護
等
を
名
目
に
、

登
録
品
種
に
限
っ
て
自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
、
自
家
増
殖
す
る
場
合
は
育

成
者
に
お
金
を
支
払
う
許
諾
制
と
な
る
た
め
、
農
家
の
在
来
種
の
栽
培
や

タ
ネ
取
り
の
権
利
が
制
限
さ
れ
る
可
能
性
や
、
多
様
な
種
子
が
失
わ
れ
消

費
者
の
選
ぶ
権
利
が
奪
わ
れ
る
危
険
性
を
含
ん
で
い
ま
す
。

復
旧
圃
場
で
健
康
米
づ
く
り
を
再
開

山
崩
れ
災
害
か
ら
の
復
耕

　

４
月
11
日
、
耶
馬
溪
町
金
吉
地
区

を
襲
っ
た
山
崩
れ
災
害
か
ら
二
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

地
滑
り
を
起
こ
し
た
山
肌
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
、
３
月
末
で
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
場
の
真
下
に
あ
っ
た
圃
場
は
、

工
事
作
業
で
土
砂
や

資
材
置
き
場
な
ど
に

使
わ
れ
、
水
稲
の
作

付
け
も
出
来
な
い
状

況
で
し
た
が
、
災
害

工
事
の
完
了
と
合
わ

せ
て
水
田
圃
場
と
し

て
復
旧
し
ま
し
た
。

　

災
害
で
家
屋
や
肥

育
牛
・
農
業
機
械
な

ど
を
失
っ
た
下
郷
農

協
健
康
米
生
産
組
合

員
の
飛
瀬
幸
男
さ
ん

（
79
歳
）
は
、
18
ア

ー
ル
の
圃
場
を
ト
ラ

ク
タ
ー
で
ゆ
っ
く
り

耕
し
健
康
米
栽
培
に

向
け
準
備
を
再
開
し

ま
し
た
。

　

「
稲
作
生
産
者
も

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
頑
張
っ

て
安
心
・
安
全
な
健
康
米
を
消
費
者

に
届
け
た
い
」
と
、
飛
瀬
さ
ん
は
愛

着
の
あ
る
地
区
の
農
地
を
見
つ
め
な

が
ら
、
農
業
の
再
開
・
復
興
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
ｆ
）復旧した圃場を耕す飛瀬幸男さん

　

種
や
苗
は
２
０
１
８
年
４
月
に
廃

止
さ
れ
た
「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

と
、
全
て
の
農
作
物
登
録
品
種
の
種

苗
育
成
者
権
利
保
護
を
定
め
た
「
種

苗
法
」
が
あ
り
ま
す
が
、
政
府
は
優

良
品
種
が
海
外
に
持
ち
出
さ
れ
栽
培

さ
れ
る
問
題
を
口
実
に
「
自
家
増
殖

の
原
則
禁
止
」
を
種
苗
法
改
定
に
盛

り
込
み
、
種
子
の
公
共
性
を
根
本
か

ら
覆
し
、
大
企
業
の
独
占
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
化
を
一
層
推
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
種
苗
法
の
改
定
は
、
購
入

し
た
種
子
や
苗
を
利
用
し
て
育
て
、

収
穫
し
た
も
の
の
中
か
ら
優
良
な
形

状
・
品
質
の
種
苗
を
翌
年
に
再
利
用

す
る
事
や
、
他
の
農
家
へ
の
譲
渡
を

規
制
す
る
自
家
増
殖
禁
止
の
先
に
は
、

国
や
地
方
自
治
体
の
公
的
種
苗
事
業

を
弱
体
化
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

た
知
見
や
権
利
を
多
国
籍
企
業
や
民

間
大
企
業
に
引
き
渡
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
先
人
た
ち
が
繰
り
返
し
て

き
た
自
家
増
殖
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

域
の
風
土
に
順
応
し
て
生
ま
れ
た
味

や
風
味
豊
か
な
多
様
性
の
あ
る
進
化

し
た
種
苗
が
失
わ
れ
る
事
と
な
り
ま

す
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
・
ゲ
ノ
ム
編
集

食
品
の
問
題
や
、
公
共
の
種
子
を
守

ろ
う
と
全
国
の
種
子
条
例
制
定
の
運

動
と
合
わ
せ
、
生
産
者
と
消
費
者
が

共
有
財
産
の
種
子
や
食
料
・
農
業
を

守
る
た
め
、
種
苗

法
改
定
阻
止
の
取

り
組
み
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
ｆ
）



④



⑤



⑥

　
Ｊ
Ａ
全
農
が
提
供
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
「
前
へ
、

前
へ
、
全
力
農
業
」
（
加
盟
全
国
38
Ｆ
Ｍ
局
）
に
、

矢
﨑
組
合
長
が
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
出
演
、
こ
だ

わ
り
の
農
協
商
品
は
じ
め
地
域
医
療
・
買
物
支
援
の

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
番
組
は
、
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
自

己
改
革
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
消
費
者
に
向
け
Ｊ
Ａ

ト
ッ
プ
ら
が
情
報
発
信
す
る
企
画
で
、
週
５
回
日
替

わ
り
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

「農協と地域のつながり」を話す
矢﨑組合長

〜
お
知
ら
せ
〜

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
購
買
「
ふ
れ
あ
い
の

店
」
で
は
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
対
応
に
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
舗

入
り
口
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な

手
洗
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

営
業
時
間
は
平
日
8
：
30
〜
18
：
30　
土
・
日
・
祝
日
8
：
30
〜
17
：
00

と
現
行
は
通
常
通
り
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
店
舗
内
に
い
る
時
間
を
少
し

で
も
短
く
で
き
る
よ
う
に
お
電
話
で
の
注
文
も
承
り
ま
す
。

　
ご
注
文
・
商
品
に
つ
い
て
い
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
ふ
れ
あ
い
の
店
（
直
通
）
０
９
７
９
–
56
–
２
２
２
５
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

名　　　前：秋吉　季実子

所 属 部 署：管理部付・信連下郷出張所出向

出  身  地：福岡県築上郡上毛町

マイブーム：カラダを動かすこと
　　　　　　（ジョギングetc）

組合員への一言：

一生懸命頑張りますので、よろしく
お願いします。



⑦

《
郷
の
市
》
に
黒
豚
炭
火
焼
き
で
参
加

北
九
州
市
の
『
門
司
こ
ば
と
幼
稚
園
』

　

２
月
15
日
（
土
）
に
北
九
州
市
の

『
門
司
こ
ば
と
幼
稚
園
』
に
て
、
作

品
展
に
併
せ
て
《
郷
の
市
》
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
農
協
か
ら
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

『
門
司
こ
ば
と
幼

稚
園
』
は
食
育
に
力

を
い
れ
て
お
り
下
郷

農
協
か
ら
も
お
肉
や

野
菜
な
ど
多
く
の
食

材
を
納
入
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
曇
り
で
雨

の
心
配
も
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

農
協
は
耶
馬
溪
黒

豚
の
炭
火
焼
き
を
販

売
し
ま
し
た
が
昼
頃

に
は
完
売
し
、
ま
た

父
母
の
会
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。

　

黒
豚
の
炭
火
焼
き

に
関
し
て
は
買
え
な
か
っ
た
方
も
い

た
よ
う
で
し
た
の
で
、
準
備
す
る
量

に
関
し
て
は
次
の
課
題
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
立
花
）来場者に黒豚炭火焼きを販売する横山食肉部長

下郷診療所 5月31日㈰は日曜当番医です。　℡   56-2361

新型コロナ対策
　現在、新型コロナウイルス感染症が流行しています。コロナ対策として、3蜜が重
ならない様に注意しましょう。
① 換気の悪い密閉空間
② 多数の人が集まる密集場所
③ 間近で会話や発声をする密接場面
新型コロナウイルス対策として、クラスター（集団）の発生を防止する事が重要です。
日頃の生活の中で3つの『密』が重ならない様に工夫しましょう。自分や周りの人の
大切な命を守りましょう。

手洗いうがいをきちんとしましょう。



⑧

新規就農で野菜組合に５名の生産者が加入!!
安心・安全で美味しい野菜を消費者へ

　昨年度、有機野菜生産出荷組合に新しく５名の仲間が加わりましたのでご紹介します。

宮城伸之介さん
（42才）耶馬溪町

岡本照美さん
（57才）福岡県上毛町

高内一さん
（58才）山国町

松崎匠太郎さん
（27才）耶馬溪町

梶原貴之さん
（49才）本耶馬渓町

　安心・安全な栽培方法でしっ
かりとした野菜を作って消費者
の方々へ届けたいです。（旧中
津市より町内大島地区へ移住）

　農業が大好きです。耶馬溪より少
し暖かい気候を活かして、これから
もおいしい野菜を色々作りたいと思
います。

　山国町で父から受け継いだ、里芋やブルーベリー
を育てている圃場を守るために加入しました。
　また、これから田んぼを畑にしていろいろな野菜
を作ります。

　両親がやっている野菜作りをみて育
ったので、野菜作りに興味を持ち長崎
から耶馬溪町三尾母に来ました。
　頑張っておいしい野菜を作ります。

　「農業がしたい」という想いで福岡から本耶馬溪
町へ来ました。　主に無農薬米を栽培していますが
最近になって一人で野菜作りを始めました。
　野菜作り頑張ります。



⑨

理事会だより
　3月30日、第12回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせし
ます。

報告事項:①集落常会開催結果概要について
　　　　　②2019年度組合員加入脱退状況について
　　　　　③「令和1年度JA支店・支所・事業所巡回指導」実施結果に基づく改善方針について
　　　　　④取引のリスク評価書（特定事業者作成書面等）の改正について

第一号議案:2月決算承認の件について
第二号議案:2020年度事業計画（案）について
第三号議案:第72回通常総会開催について
第四号議案:保管事業規程に係る保管料改正について
第五号議案:出資減口申込みについて
第六号議案:営農等資金借入申し込みについて

・報告事項の集落常会開催結果概要については、3月3日・4日に各地区で一斉に開催された今年
度最後の集落常会が、参加組合員68名（戸別訪問先含む）、意見・要望等38件出された事を報告、
取り纏めた組合員意見・要望とその回答（案）を合わせて報告しました。

・第一号議案の2月決算承認の件については、事業利益2,544千円の計画に対し△19,742千円で
22,286千円の未達成となりました。事業利益は計画対比で収益部門のうち診療所2,942千円等が
達成、貸付6,057千円・販売商品4,170千円・食肉4,016千円・販売3,081千円・農産1,715千円・
惣菜1,563千円・共済1,461千円等が未達成となりました。

・第二号議案の2020年度事業計画（案）については、「自己改革の実践と計画の必達」を取り組み
目標とした事業方針（案）や、4,896千円の税引前当期利益金の事業計画（案）を付議・承認を
受けました。

・第三号議案の第72回通常総会開催については、2020年6月28日（日曜日）午後1時30分より下郷
小学校体育館において開催する事を決定しました。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止を踏
まえた総会運営等を、状況により対応する事としました。

第72回 　下郷農協通常総会開催のお知らせ
と　き　2020年6月28日（日曜日） 13時30分～
ところ　下郷小学校 体育館　　　　　　　　　

＊2019年年度事業実績の報告と、2020年度事業について組合員が方向を決定する重要
な総会です。

＊新型コロナウイルス感染症対策に伴い、開催内容等を変更する場合があります。ご
了承をお願いします。

人事異動
【退職】
　3月31日付けで、小若女未来（管理部付・信連下郷出張所出向）が、一身上の都合
により退職しました。
【採用】
　4月1日付けで、秋吉季実子（管理部付・信連下郷出張所出向）を採用しました。
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ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!

先月号のこたえ　「ホタルイカ」
当選者

北九州市小倉南区　小牧　壮太 様

先月号のこたえ　②＋⑨＝11
当選者

町内金吉　後藤　正志 様




